
































































































































































したがって、第 1回は 2 教科共通課題および図工、
第 2回は 2 教科共通課題、第 3～ 5回は図工、第 6・








　　　図 5　しつけ　　  　　図 6　ミシン縫い
　























































ついての回答が 19 回（35.2%）、「デザイン」が 15
回（27.8%）、「描く」が 11 回（20.4%）、「児童」が
11 回（20.4%）「出来る」が 10 回（18.5%）、「考える」




















める」が 18 回（33.3%）、「驚いた」が 17 回（31.5%）、「体









が 17 回、「染め物」-「つくる」が 15 回、「きもの」
























ウ」-「塗る」が 21 回、「ロウ」-「難しい」が 12 回、「塗
る」-「難しい」が 10 回、「ロウ」-「デザイン」、「ロウ」
-「描く」、「ロウ」-「わかる」が 7 回、「ロウ」-「大変」


















19 回（35.2%）、「色」が 19 回（35.2%）、「デザイン」






が 13 回、「塗る」-「色」が 13 回、「塗る」-「水の量」
が 11 回、「水の量」-「絵の具」が 10 回、「色」-「デ
ザイン」が 9 回、「難しい」-「絵の具」が 8 回、「難















ついての回答が 34 回（63.0%）、「絵の具」が 11 回
（20.4%）、「きれい」が 11 回（20.4%）、「塗る」が




が 31 回、「ロウ」-「きれい」が 11 回、「ロウ」-「塗る」
が　11 回、「ロウ」-「絵の具」が 10 回、「落とす」
-「きれい」が 10 回、「落とす」-「絵の具」、「落と













との回答が 10 回（18.5%）、「出来る」が 9 回（16.7%）、
「使う」が 9 回（16.7%）、「針」が 8 回（14.8%）、「糸」






















14 回（25.9%）、「初めて」が 13 回（24.1%）、「しっ
かり」、「難しい」が 11 回（20.4%）、「使い方」が




















が 22 回（40.7%）、「図工」が 21 回（38.9%）、「出来




「家庭科」が 18 回、「楽しい」-「出来る」が 15 回、
「楽しい」-「連携」、「連携」-「図工」が 14 回、「連
携」-「家庭科」が 12 回、「連携」-「巾着」、「家庭













での回答は、12 回（22.2%）あり、全部で 15 個の
カテゴリが形成された。「小学校教員」についての
回答のうち、頻度の高い順に抽出されたキーワード





















































































ろうけつ染めの布を用いた巾着袋の製作  ― 教員養成課程での教科間連携の取り組み ―
業者は、造形表現のコツとして、ロウをつけた筆の
持ち方の角度、ロウの分量、絵の具を刷毛と筆で使
い分けること、水分量による色の濃淡の差、熱湯で
溶けるロウの特徴などを授業中に説明し、手立てを
示しながらも、学生自身が試行錯誤して自分なりの
表現を追求できるように、製作の時間を十分に取っ
た。難しさは、表現する上での自己の課題となり、
達成感へとつながる大事な要素であると考える。
3　 巾着の製作から習得する基本的・基礎的な知識・
技能
第 6回目と第 7回目の家庭科の内容では、染めの
施されたオリジナルの布を使って巾着袋をつくっ
た。家庭科での特徴は、学生にとって、かつて扱っ
たことのある「ミシン」を「久しぶりに」扱う体験
的な活動を通して、忘れかけていた学びの記憶がよ
みがえり、まち針の打ち方、しつけの意味、ミシン
の糸のかけ方といった具体的な知識が、日常生活で
活用できるレベルの知識となったことである。さら
に、「ミシン」に関連して、「アイロン」の扱いや「手
縫い」についても、体験によって知識が広がってい
ることが読み取れる。普段はあまり意識することの
ない袋のあき口や紐通しなど、巾着袋の構造を改め
て理解し、ミシンやアイロンを正しく扱い、一枚の
布から生活に役立つ物をつくり出すという基本的・
基礎的な知識と技能の習得ができたと実感している
といえる。
4　全プログラムを通しての学生の学び
ⅰ　教科間連携プログラム
本プログラム全 7回を通した学生の実感的な学び
として、最も特徴的なのは、図工や家庭科という単
一教科だけでは完結しない教科を超えた視点をもっ
て、教科間の関係性を深めることができたという点
である。図工の知識と家庭科の知識の両方を学べた
という実感を学生に与えることができたといえる。
さらに、その学びには楽しさが伴っているというこ
とも特筆すべき点である。各回を細かく分析する
と、必ず「難しい」というキーワードが挙がる。し
かし、その難しさは、表現する上での自己の課題と
なり、各回を通して課題と向き合うことで、全 7回
が終了したときには、学びの喜びとなっていること
が分かった。教科間連携授業を行うことで、より達
成感を味わわせることができたと考える。
ⅱ　小学校教員としての視点
教員養成課程において、教科間連携を能動的に学
ばせることは、本プログラムの中でも重要な視点で
ある。第 1回目の事前学習の中で、小学校教員とし
て他教科との関連を図ること、題材に地域の伝統を
取り上げることの意義についての導入を行った結
果、その後の各回で、小学校教員としての視点での
記述がいくつも読み取れた。教員になったとき、着
任先の学校の地域の伝統品を児童に知って欲しいと
いう願いをもったり、絵の具やミシン、アイロンな
どを児童に扱わせる指導が自分には出来るのだろう
かという自分の現在の指導力を振り返ったり、熱湯
や針を扱う際の安全指導の重要性など、学生は本プ
ログラムを通して、具体的な指導事項を意識したと
いえる。
ⅲ　他の教科間連携への意識
今回の体験以外の内容で連携授業として考えられ
るものを学生に聞いたところ、国語、社会、算数、
理科、音楽、図工、家庭科、体育、外国語（英語）
に関する教科間連携が挙げられた。具体的な授業案
を聞くと「英語の時間で覚えた単語が出てくる歌を
音楽に時間に歌う」ことや「体育で動きながら英単
語を覚える」こと、「理科で野菜や果物を育てて、
その野菜や果物を使って、家庭科で料理する」「食
事のカロリー計算」「50m走で速さを求める」といっ
た案が挙げられ、大学 1年生の春学期の時点での回
答ということを考慮すれば、学生は、これまでの自
身の経験に基づいて十分に連携のイメージを広げた
といえる。各教科の目標を踏まえた上での実現可
能な連携授業案や、ここに挙がらなかった特別の
教科　道徳や総合的な学習の時間、特別活動に関す
る考えは、学生が今後大学 4年間を通して深めてい
くものと考えられる。
４．まとめ
本研究の目的は、教科間連携と伝統文化に関する
教育の実践を通して、子供たちの資質や能力の育成
に寄与できる教員の養成を目指した図工と家庭科の
連携による学習プログラムの開発である。2年目の
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学習プログラムとして、各教科における能動的な学
びが学生にどのように現れたのか、さらに学生はそ
の学びをどのように実感したのかを、学生の自由記
述から読み取り、教科間連携のさらなる改善を目指
した。主な結果を以下に示す。
⑴ 　図工では、染めによる造形表現と地域の染め工
房見学という鑑賞活動を通して、美術文化が地域
で受け継がれていることを知り、その技法を使っ
た造形表現の難しさと楽しさを実感的に学ぶこと
ができた。
⑵ 　家庭科では、日本の伝統的な衣服であるきもの
に染めの技法が多く使われていることを体験的に
知り、日常の生活で使用できる巾着袋をミシンで
製作することで、基本的・基礎的な知識・技能を
習得することができた。
⑶ 　教科間連携により、両教科の知識を学べたとい
う実感をもちながら、一つの作品を完成させるこ
とで、より強い達成感を得ることができた。また、
図工と家庭科の連携以外にも、教科を超えた視点
をもつことができた。
⑷ 　課題としては、実感的に学んだ知識を定着させ、
小学校教員として活用できる知識までに高めるこ
とである。学生の中には、自身が教師として指導
できるのだろうかという不安感を強めたり、連携
授業の本プログラム内容を小学生には難度が高い
のではないかとの思いをもったりしていた。プロ
グラムが終了した時点での不安感が、教員養成課
程での学びを深める決意や意欲につながるような
手立てを考えることで、本プログラムが高等教育
において「能動的な学びの場」の一つとなり、教
員養成の課題に取り組むことになると考える。さ
らに、小学校現場で児童の実態に応じて実践でき
るように、アレンジの幅をもたせた題材内容にす
る必要がある。そうすることで、本プログラムを
経験した学生が、将来、小学校の教員として、　
地域の特色をいかした教科間連携の実践を行うこ
とができ、「主体的な学び」を創造する指導力の
ある教員となると考える。
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